
２名の専門職員が、梨っ子の健やかな成長を支えるために定期的に来校します。どちらも来校日

に面談することができますので、ご希望がある場合は、担任もしくは教頭にご連絡ください。 

〇スクールカウンセラー（臨床心理士） 

勉強、友人関係など学校生活全般のこと、性格・特性などの相談ができる、心理の専門家です。 

原則、月１回の来校です。篠目中学校も同じカウンセラーが勤務しています。 

相談対象：子ども、保護者 

来校日  ：５月２１日（火）、６月１１日（火）、７月２日（火） 

         ９月１０日（火）、１０月８日（火）、１１月１２日（火） 

         １２月３日（火）、１月１４日（火）、２月４日（火）、３月４日（火） 

〇スクールソーシャルワーカー（社会福祉士） 

学校や家庭生活での悩みごとの相談ができます。お子様が安心して生活できるようにサポート 

していく、福祉の専門家です。 

原則、木曜日の午前中に来校します。篠目中学校は同じワーカーが毎日勤務しています。 

相談対象：子ども、保護者    
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先日、2年生の子どもたちが生活科で野菜の苗を観察しました。ミニトマトと 

ピーマンの苗です。一人一人、担任から自分の選んだ苗を受け取ると、まるで赤 

ちゃんを抱っこするように両手で持ちながら、ゆっくり机まで運んでいました。苗 

を置くと、じっと見つめる子、葉を優しくなで始める子、中には、苗に耳を近づけ 

ている子もいました。すると、ミニトマトのにおいを嗅いでいた子が、「初めてのにおいがする！」とつぶや

きました。それを聞いた数名の子が苗に鼻を近づけて、「本当だ」「初めてのにおいだ」「これ、トマトのに

おいじゃない？」と、感じたことを次々と口にしました。しばらくして、別の子が、「ここ（くき）に毛が生えて

いる！」とつぶやくと、自分の苗と隣の子の苗を見比べる子どもの姿がありました。一人の子の気づきが

別の子の気づきや疑問を生み、互いに知的好奇心を高め合っていると感じた授業風景でした。 

また、同じ頃、１年生の子どもたちは、あさがおの種をまきました。「３つ出たよ」「あ、ここにも何か出て 

るよ！」「本当だ！」と、毎朝、自分や友達の鉢をのぞきながら、喜びや驚きを共有 

している子どもたちの姿があちらこちらで見られています。 

子どもたちは、学級の仲間の感じ方、考え方に触れ、思いや考えを聴き合い 

ながら、自分の学びを深めたり、仲間の個性を理解したりしていきます。 

新学年スタート時の緊張感が徐々に解け、自分らしさを発揮し始めている子 

どもたち。一人一人がどんな姿を見せ、仲間とともにどんな学びをしていくの 

か、一層楽しみに感じた場面でした。 

 

梨っ子の健やかな成長のために 

ある日の風景より 

お気軽に 
ご相談 
ください。 


